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【TEL】024-524-1010　【FAX】024-524-1011　【mail】f-rotary@guitar.ocn.ne.jp　info@f-rotary.com

■ 例会日／2015年6月11日（木）　■ 開会点鐘／18：30
■ 会場／中国四川料理「石林」号第
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和
の
心
で

  
日々

燭
を
掲
げ
よ
う

本日の
プログラム
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福島北RC・福島RC 合同夜間例会
●第38回 東京交歓会報告 ほか

ご
あ
い
さ
つ

 

二
〇
一
四

－

一
五
年
度
会
長　

丹
治 

正
博

　

合
同
例
会
の
開
催
に
あ
た
り

　

本
日
は
、
去
る
四
月
二
十
五・
二
十
六
日
の
両
日
福
島

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
地
区
大
会
の
主
管
を
立
派
に
お

務
め
に
な
ら
れ
、
地
区
大
会
を
成
功
に
導
か
れ
ま
し
た
、

川
瀬
地
区
幹
事
、
佐
藤
地
区
資
金
委
員
長
始
め
地
区
役

員
の
皆
さ
ま
、そ
し
て
今
年
度
、ガ
バ
ナ
ー
輩
出
ク
ラ
ブ

と
し
て
、地
区
を
預
か
る
責
任
ク
ラ
ブ
と
し
て
、ま
さ
に

ク
ラ
ブ
の
総
力
を
傾
け
ら
れ
て
ご
苦
労
さ
れ
た
福
島
北

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
菅
野
日
出
喜
会
長
さ
ん
以
下
会

員
の
皆
様
方
、
そ
し
て
事
務
局
員
と
し
て
お
支
え
を
頂

い
た
小
平
さ
ん
、加
藤
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、私
ど
も
福

島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
一
同
よ
り
敬
意
と
ご
慰
労

の
気
持
ち
を
込
め
て
合
同
例
会
を
開
催
致
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。本
日
は
、乾
杯
の
ス
ペ
イ
ン
産
ス
パ
ー
ク
リ

ン
グ
ワ
イ
ン
や
当
ク
ラ
ブ
会
員
、
石
林
の
日
比
野
シ
ェ

フ
の
特
別
料
理
な
ど
の
趣
向
を
も
っ
て
、
北
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
を
ご
慰
労
申
し
上
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
苦
労
話
な
ど
を
承
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
、ご
ゆ
る
り
と
お

楽
し
み
下
さ
い
。

　
「
乾
杯
」
の
習
慣
は
い
つ
か
ら
？　

　

さ
て
、「
乾
杯
」を
も
っ
て
酒
宴
が
始
ま
り
ま
す
が
、

そ
れ
が
伝
統
的
な
作
法
と
思
い
こ
ん
で
い
る
人
も
多

い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
意
外
に
も「
乾
杯
」の
歴
史
は

浅
い
の
で
す
。
四
、五
代
前
ま
で
の
ご
先
祖
さ
ま
は「
乾

杯
」な
ど
と
い
う
無
粋
な
酒
の
飲
み
方
は
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。「
乾
杯
」が
普
及
し
た
の
は
欧
米
の
文
明
が

導
入
さ
れ
た
明
治
時
代
で
、
洋
酒
が
飲
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
頃
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
時
の
唱

和
は
、「
乾
杯
」で
は
な
く「
万
歳
」で
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
は「
万
歳
」が
、
い
つ
頃
か
ら「
乾
杯
」に
か
わ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
ビ
ー
ル
製
造
が
本
格
化
す
る
の
は

明
治
三
十
年
代
で
、
ビ
ー
ル
立
ち
飲
み
の
習
慣
か
ら
普

及
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
正
式
な
酒
宴
で
な
く
、

略
式
の
酒
宴
で
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。「
万
歳
」が
国
家
や
天
皇
さ
ま
に
対
し
て
の
発
声
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
乾
杯
」は
民
間
の
相
互
に
対
し
て

の
発
声
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　
「
と
り
あ
え
ず
ビ
ー
ル
」
は
い
つ
か
ら

　

そ
ん
な
わ
け
で
、
今
は「
乾
杯
」と
言
え
ば
と
り
あ
え

ず
ビ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。で
は
、一
体
い
つ
頃
か
ら

最
初
の
一
杯
目
は
ビ
ー
ル
、
が
定
着
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
ビ
ー
ル
は
、
昭
和
三
十
〜
四
十
年

代
の
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
大
衆
化

が
進
み
、
庶
民
の
日
常
的
な
飲
み
物
に

な
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
日
本
酒
を
冷

や
で
飲
む
習
慣
が
あ
ま
り
な
く
、
日
本

酒
の
お
燗
が
主
流
で
し
た
。
た
だ
、
お

燗
を
つ
け
る
と
な
る
と
、
時
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
大
勢
で
一
度
に「
乾
杯
」

し
た
い
時
に
は
、一
番
手
っ
取
り
早
く
、

一
気
に
出
て
く
る
ビ
ー
ル
が
好
ま
れ

て
、
と
り
あ
え
ず
ビ
ー
ル
の
習
慣
が
定

着
し
て
い
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
理
由
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
、
空
き
っ
腹
の
状
態
で
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
の
高
い
お
酒
を
飲
む
と
、

内
臓
に
負
担
が
か
か
る
う
え
に
、
す
ぐ

に
酔
い
が
ま
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
四
、五
％
と

低
い
ビ
ー
ル
が
初
め
の
一
杯
に
は
最

適
と
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
欧
米
人
が
陽
気
に

ビ
ー
ル
を
楽
し
む
様
子
か
ら
、
ビ
ー
ル
は
場
の
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
て
打
ち
解
け
る
の
に
ぴ
っ
た
り
と
な
こ
と

か
ら
普
及
し
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

古
来
「
乾
杯
」
の
相
手
は
神
さ
ま

　

少
し
前
の
こ
と
で
す
が
、
沖
縄
で
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か

れ
た
と
き
の
晩
餐
会
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
が
、
シ
ャ

ン
パ
ン
で
の「
乾
杯
」の
あ
と
、
某
国
の
大
統
領
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。「
こ
の
国
に
は
、
日
本
酒
が
あ
る

は
ず
な
の
に
。
ま
た
、
こ
の
沖
縄
に
は
泡
盛
が
あ
る
は

ず
な
の
に
」。
関
係
者
は
、
さ
ぞ
か
し
慌
て
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
日
本
酒
を
用
い
る「
乾
杯
」に
発
展
し

な
か
っ
た
の
か
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
最
近
の
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト
で
は
我
が
福
島
県
の
大
七
の
お
酒
が
晩
餐
会

で
採
用
さ
れ
好
評
を
博
し
た
と
聞
い
て
嬉
し
い
限
り
で

し
た
。
も
と
よ
り
日
本
酒
は
、「
神
さ
ま
に
供
え
、
神
さ

ま
と
共
飲
す
る
」こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。「
乾
杯
」の
音

頭
を
取
る
人
の
決
ま
り
文
句
に「
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を（
神
さ
ま
に
）祈
念
し
て
」と
あ
り
ま
す
が
、
そ

こ
に
神
さ
ま
の
介
在
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
相
違
な
い

と
思
い
ま
す
。
我
が
国
で
は
古
来「
乾
杯
」の
相
手
は
神

さ
ま
だ
っ
た
の
で
す
。

　

地
酒
で
「
乾
杯
」
で
示
せ
、
福
島
人
の
心
意
気
を

　

今
、
日
本
の
文
化
に
関
心
を
寄
せ
る
外
国
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
日
本
に
長
年
滞
在
し
て
日
本
人
よ
り
日
本

通
の
外
国
人
が
い
ま
す
。
彼
ら
は
な
ぜ
日
本
人
は
日
本

酒
を
あ
ま
り
飲
ま
な
い
の
か
、
首
を
か
し
げ
ま
す
。
戦

後
の
教
育
を
受
け
た
私
ど
も
は
、
欧
米
志
向
の
あ
ま
り

自
虐
的
な
ま
で
に
伝
統
的
な
日
本
を
軽
視
し
て
き
た
嫌

い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
日
本
酒
と
い
う
優
れ
た

お
酒
が
あ
る
の
に
、
外
来
酒
で
乾
杯
す
る
こ
と
を
漫
然

と
続
け
な
が
ら
習
慣
化
さ
せ
て
き
た
よ
う
に
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。
先
日
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
我
が
福
島
県
が
、
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
全
国
最
多

の
二
十
四
銘
柄
が
金
賞
を
受
賞
し
て
三
年
連
続
五
度
目

の
日
本
一
に
輝
い
た
の
で
す
。
こ
れ
を
機
に
地
酒
で
の

「
乾
杯
」を
普
及
さ
せ
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私

は
、
決
し
て
他
の
お
酒
を
拒
否
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
こ
れ
は
、
心
一
つ
に
復
興
に
向
か
う
福
島

人
と
し
て
の「
心
意
気
」の
問
題
な
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
。

開会点鐘 丹治正博 会長

お客様並びに来訪ロータリアン紹介
会長挨拶 丹治正博 会長

 福島北RC　菅野日出喜 会長

花束・記念品　贈呈
　　　　川瀬 成人　地区幹事
　　　　佐藤 吉弘　地区資金委員長
　　　　小平 洋子様　ガバナー事務所 事務局員
閉会点鐘 丹治正博 会長

＊＊＊　懇親会　＊＊＊
 司　会　　坪井大雄 幹事

開　会
乾　杯 阿久津 肇 パストガバナー

懇　親　～お料理のご案内～ 日比野恒夫会員

閉　会 幡　研一 会長エレクト

例 会 次 第
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本 日 の プ ロ グ ラ ム

福島北RC・福島RC合同
夜間例会 ─ 中国四川料理 石 林 ─
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福島ロータリークラブ 第38回 東京交歓会

日　時／2015年6月5日（金）18：00　　場　所／「瓢庵（ひさごあん）」台東区浅草　　司会進行／坪井 大雄 幹事

１．開　会
２．会長あいさつ 丹治　正博 会長

３．ゲスト紹介
 上野 下谷神社宮司 阿部　明徳 様

４．参加者紹介
 農林中央金庫 樺

かばさわ

沢　泰
やすひこ

彦 様

 NHK 佐
さ さ き

々木光
みつまさ

政 様

 野村証券 石
いしばし

橋　純
じゅんじ

治 様

 東京電力 松
まつい

井　敏
としひこ

彦 様

 元富士銀行 村
むらかみ

上　義
よしのり

則 様

 福島博報堂 纐
こうけつ

纈　　晃
あきら

 様

５．交歓会発足について 渡邊　又夫 会員

６．乾　杯 阿久津　肇 パストガバナー

  樺沢　泰彦 様

懇　親 
「芸者衆と幇間の伝統芸」をご堪能頂きます
７．閉会 幡　　研一 会長エレクト
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《1日目》　2015年6月5日（金）

イトーキ東京イノベーションセンター
SYNQA（シンカ）見学
14：50現地集合＝＝15：00～16：30 
SYNQA見学

■宿泊／浅草ビューホテル

《2日目》　2015年6月6日（土）

明治神宮正式参拝･
NHKスタジオパーク見学
8：00浅草ビューHフロント集合＝＝8：15
バスにて出発＝＝9：00～10：15明治神宮
＝＝10：30～11：30NHKスタジオパーク＝
＝12：30ランチ＝＝13：15解散、東京駅へ

福島ロータリークラブ 第38回 東京交歓会　《エクスカーション》
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ロータリーの豆知識 第 回44

地区研修･協議会について
　ロータリーは、単年度が原則です。毎年7月には、国際
ロータリーも、地区も、そしてクラブも、すべての役員が
交替します。ガバナーエレクトが、国際協議会の研修を終
え帰国すると、今度はクラブの次年度役員の研修が始まり
ます。これらの研修会は、「PETS」「地区研修･協議会」と
一般に呼ばれています。今回は「地区研修･協議会」の目
的について紹介いたします。

地区研修･協議会（District Assembly） 

　毎年1回、地区内すべてのクラブの次期会長、幹事、
理事、主要委員会の委員長など、重要な次期クラブ指導
者たちが集まる知識・情報交換の場です。通常は、各ク
ラブから10人前後の代表者が、この訓練コースに招請
されます。
　地区研修･協議会は、なるべく3月、4月、5月中に行う
こととなっています。研修･協議会プログラム全般の責任
は、ガバナーエレクトが負うとされていますが、計画と実
施については、地区研修リーダーが責任を負うとされて
います。一方、各地区委員会委員長は、担当する研修セッ
ションでの立ち上がりを指導する責任をもっています。
　研修･協議会の主目的は、3点にまとめられます。①
会員基盤を維持・増強、②地元や外国の地域社会で、そ
の地域の実情に即したプロジェクトを実行し成功でき
るように、③プログラムへの参加と寄付金を通じ、ロー
タリー財団を支援すること、この3点について、ロータ
リークラブの指導者たちに、必要とされる能力を育成

し、知識をもち、やる気を起こすように図ることです。
　会の形式は、教育方法と分科会をフル活用し、次期ク
ラブ役員が、ロータリーの奉仕のプログラムを推進する
任務を把握できるようになっています。クラブ役員は、
効果的なクラブ運営について学び、次年度の奉仕目標の
達成について意見交換します。クラブ会長エレクトのた
めに行われる研修セッションには、パストガバナー、ガ
バナー補佐などを適宜招くべきとされています。
　大切なことは、PETSも地区研修･協議会も、次年度
クラブ会長になる人の参加が、義務づけられていること
です。もし出席しなければ、その人はクラブ会長に就任
することができません。このシステムは、ちょうどガバ
ナーエレクトが国際協議会に出席しないと、次年度ガ
バナーにはなれない、というのと同じであることにセミ
ナーの重要性が表れています。
　ロータリーでは、会長以下各担当者が、RI、地区、クラ
ブにおいて、基本的に毎年替わります。人は毎年替わって
も、ロータリーの基本的な考え方は変わるものではあり
ません。また、活動の中には単年度ではなく、何年もかけ
て完成するものもあります。しかし、いずれの活動も人か
ら人への手渡しで、バトンタッチされていくものです。
　新しい年度にクラブを指導する人々が、ロータリーの
基本、ならびに新年度のRI会長やガバナーの方針をよく
理解し、それを各クラブに持ち帰って、クラブの会員に
伝え、共有する。さらに、各クラブの事情も考えながら活
動に結びつけていく。出席者は大切なその橋渡し役です。
　地区研修･協議会は、単なる研修会ではありません。
ロータリーの奉仕のプロジェクトについて、新しい考え
を入れながら、永遠に続く継続性をもたせるために行わ
れる、大切な会合なのです。（出典：『ロータリーの友』
2005年3月号） （文責/丹治正博）

　もとNHK福島局長の佐々木です。この度は東京交歓会に
お招き頂きまして、まことに有難うございました。浅草の
老舗懐石「瓢庵」で旧交を暖め、また本格的な日本料理と日
本の伝統芸を堪能出来て、いずれも素晴らしい体験でした。
　そして、翌日の明治神宮本殿前での正式参拝は、一生心
に息づき、きっと何度も思い起こす忘れられないひと時と
なりました。雨上がりの緑美しい神宮の森に佇むお社の荘
厳さは、格別のもので、ご案内頂いた権宮司さまの丁寧な

説明もあって、本当に日本人に生まれて良かったとつくづ
く感じ入ったところです。もちろん私自身は一度も足を踏
み入れたことのない神聖な区域まで進んで拝礼致し、帰り
にはご祈願の証の品々を全員に頂き、本当に感激致しまし
た。大安の佳き日に丹治会長さま以下、汗をかかれた役員
の皆さまに御礼のひと言を申したく、一筆啓上致しました。
心から御礼申し上げます。また来年の再会を楽しみにして
おります。

佐々木光政様よりお礼状をいただきました
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■6月25日（木） 12：30～「辰巳屋」
　丹治正博会長スピーチ　委員長スピーチ

例会プログラムのご案内

ニコニコBOX
本日のニコニコBOX投入額　1件

¥4,000 累計  ¥2,389,000
○丹治 正博 会長
　本日は福島北ロータリークラブの皆様をお迎えしての合同
夜間例会です。地区大会を成功に導かれた北クラブの皆様の
ご苦労に敬意を表し、今宵はご慰労の会と致しました。心ゆく
まで美味しいお料理とお酒をお楽しみ頂きたいと思います。

担当ホスト校／福島東稜高等学校インターアクトクラブ　　ホストクラブ／福島ロータリークラブ
会場／福島県青少年会館

TENの会開催報告

6月10日（水）　地区インターアクトクラブリーダー研修会

日時／2015年6月9日（火）18：30～
場所／中国四川料理「石林」
参加人数／36名

《開会式次第》

司会／後藤　静音 さん

開会点鐘 三浦　鮎香 さん

開会のことば 小泉　真菜 さん

インターアクトの歌 村上　美和 さん

四つのテスト 小泉　真菜 さん

ホスト校会長あいさつ 星　美香子 さん

ホスト校校長あいさつ 小原　　敏 先生

ホストRC会長あいさつ 丹治　正博 会長

来賓あいさつ

　ガバナー 野﨑　　潔 様

　青少年奉仕委員会委員長 佐藤　利男 様

参加者紹介

　高等学校・中学校 後藤　静音 さん

　地区ロータリー役員 森岡　幸江 会員

閉会のことば 小泉　真菜 さん

閉会点鐘 三浦　鮎香 さん

《研修日程》

・研修Ⅰ／『インターアクト入門』
 地区インターアクト委員長 伊藤　慶一 様

・研修Ⅱ／『世界に伝えたい和のこころ』
 福島RC会長 丹治　正博 会長

・研修Ⅲ／『リーダーに求められる適切
な目標設定と目標達成法』
 福島RC 佐藤　朋幸 会員


